
高萩市市民憲章

『 1 自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1礼儀を正しくし､う到乱,”るまつくりましょう

1 元気可動き､豊かなまちをつくりましょう

思いや"ある､ぁ腫腫がいま5をつくりましょう」
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学習の合間､野外昼食の味は､また格別

すぎな婦人会（石滝団地）では、親子22

人で市内の施設見学会を行いました。

高萩市に住んでいても、市内の公共施設

がどこにあるのか、どんな働きをしている

のか、知らないので……（見学会の目的）

i給食センター、衛生センター、浄水場な
漢〆 ．, ",

どをメモ帳片手で熱心に学習。 、万葉の道峨
鋳､＄， ､ ” 『、

を散策した気分は最高。高萩の良さをまた

一つ見つけました。夕食には、家族で話し

がはずむことでしょう。



〈
消
火
の
チ
ャ
ン
ス
〉

大
揺
れ
の
最
中
に
は
消
火
で
き
な
く

て
も
、
第
一
・
第
二
の
機
会
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、

火
を
出
さ
な
い
た
め
の
行
動
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
大
揺
れ
の
前
の
小
さ
な
上
下
動
（
初

期
微
動
）
を
感
じ
た
段
階
で
、
早
目
に

火
の
始
末
を
し
ま
す
。

●
火
災
は
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
火
元
か
ら
周
囲
の

可
然
物
（
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま
な
ど
）

へ
さ
ら
に
壁
板
か
ら
天
井
へ
と
燃
え
移

過
去
の
例
を
見
て
も
、
大
き
な
地
震

の
と
き
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
よ
り
も
火
災

に
よ
る
被
害
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

約
十
万
人
の
死
者
を
出
し
た
関
東
大

地
震
（
大
正
十
年
、
マ
グ
｜
｜
チ
ュ
ー
ド

七
・
九
）
も
、
火
災
が
発
生
し
な
か
っ

た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
大
惨
事
に
な
ら
ず

に
済
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
火
事
を
出
さ
な

い
よ
う
、
ま
た
、
火
事
に
な
っ
て
も
初

期
の
う
ち
に
消
し
止
め
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。

地
震
で
怖
い

諄乏

一

る
ま
で
に
は
三

大
き
な
揺
れ
は

収
ま
り
、
そ
れ

な
い
の
で
、
あ

た
り
ま
す
。

●
石
油
ス
ト

出
火
後
二
分
程

程
度
で
消
火
で

か
っ
て
い
ま
す

に
消
し
ま
し
ょ

分
程

グ
ニ
フ
ヅ
ー
と
き
」

が
行
動
の
自
由

の
は
火

茨城県沖の地震一水戸気象台調べ

（7月21日から8月10日まで）

震源地略図

〈
火
は
元
か
ら
断
つ
〉

度
以
内
な
，

た
と
き
、
初
め
の
揺
れ

を
奪
う
ほ
ど
の
も
の
で

き
る
こ
と
が
実
験
で
分

の
で
、
あ
わ
て
ず
確
実

寺
７
。

ｌ
ブ
に
よ
る
火
災
は

～
五
分
か
か
り
ま
す
。

普
通
、
一
分
程
度
で

か
ら
消
し
て
も
遅
く
は

さ
ら
め
ず
に
消
火
に
当
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’地震の心得10か条
三

三

①まずわが身の安全を図れ

丈夫なテーブル、机などの下に身をかくして、 しばらく様子を見る。

②すばやく火の始末

過去の例から大地震で怖いのは火災。地震を感じたらすばやく火の始

末をする。

③火が出たらまず消火

万一出火した場合には、初期のうちに火を消すことが大切。大声で隣

近所に声をかけあい、皆で協力して消火に努める。

④あわてて戸外に飛び出すな

どんな大きな地震でも、大揺れは1分程度といわれている。あわてて

外に飛び出すと、落下物なと、により負傷するなと｡危険が多いので、周囲

の状況をよく確かめて落ち着いて行動する。

⑤狭い路地、へいぎわ、がけや川くりに近寄らない

狭い路地、へいぎわ、がけの上やがけ下、 うゞロックくいのそばなと・危

険な場所にいるときは急いで離れる。

⑥山崩れ、がけ崩れ、津波、浸水に注意

山ぎわや急傾斜地は、山崩れやがけ崩れがおこりやすい。海岸地帯で

は津波、低地では浸水の恐れがあるので、すばやく安全な場所に避難す

る。

⑦避難は徒歩で持ち物は最小限に

津波や大火災で避難を行うときは、消火、救急救護活動などの障害と

なるのて､自動車は絶対に使わず、必ず徒歩で避難する。

持ち物は最小限にとどめ、背負うなどして身軽に行動できるよう両手

をあける。

⑧正しい情報をつかみ、余震を恐れるな

市役所、消防署、警察署などの指示に従って行動する。

一般的には余震は本震より小さいといわれているが、余震には十分注

意し、沈着な行動をとる。

⑨秩序を守り、衛生に注意

身勝手な行動をとらず、秩序を守ろう。伝染病等の発生の恐れがある

ので衛生には十分注意する。

⑩協力しあって応急救護

たくさんの負傷者が出ると救急の手か回らないこともある。協力しあ

って、応急救護をしよう。急場にはおたかい助け合おう

二■

三
＝

な
い
と
き
は
、
火
の
始
末
を
先
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
い
き
な

り
激
し
く
揺
れ
る
と
き
は
、
テ
ー
ブ
ル

や
机
な
ど
丈
夫
な
家
具
の
下
に
身
を
寄

せ
て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
ま
す
。

揺
れ
か
収
ま
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
大
声
で
「
火
を

消
せ
／
」
と
叫
ぶ
こ
と
。
自
分
自
身
を

冷
静
に
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
ば
か
り

か
、
隣
近
所
へ
の
呼
び
か
け
に
も
な
り

ま
す
。使
用
中
の
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
器
具
は

元
栓
を
閉
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
コ
ッ

ク
を
閉
め
て
消
し
、
電
気
器
具
類
は
．

ー

大
き
な
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
公
共

施
設
も
被
害
を
受
け
、
二
九
番
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
も
消
防
車
が
到
着
で
き
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
最
悪
の
場
合
を
想

定
し
た
自
己
防
衛
策
を
立
て
て
お
く
必

要
か
あ
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
隊
近
所

と
話
し
合
っ
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と

き
は
一
致
協
力
し
て
消
火
に
努
め
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

〈
癖
却
証
な
る
〉

を
抜
き
ま
す
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震度5

強震
地震の大きさ･強さ

地震そのものの大きさを表す単位

は「マグニチュード」で通常「M」

で表します。関東大地震はM7.9、

昭和53年の宮城県沖地震はM7.4でし

た。地震が起きたときには、 このM

の値や地震の起きた場所（震源） と

一緒に､｢震度」 も発表されます。 こ

の震度とは、地震が起きたときに、

ある場所て感じられた揺れの強さで

す。ですから、震度は、東京3、名

古屋1という具合に必ず地名付きで

発表されます。マグニチュードと震

度は全く別のものです。

壁
に
割
れ
目
が
は
い
り
、
墓
石
、
石
ど
う
ろ
う

が
倒
れ
た
り
、
煙
突
、
石
垣
な
ど
が
破
損
す
る

程
度
の
地
震
。

が
鋤
％
以
上
に

、
断
層
な
ど
存

る
。 は

鋤
％
以
下
で

生
じ
、
多
く
の

き
な
い
程
度
の｛

I
6

旧

Ｉ

山
く
ず
れ
が
起

'1

I11

1
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’日召和55年国勢調査

当
市
の
お
年
寄
り
（
六
十
歳
以
上
）
は
、
四
千
四

百
四
十
八
人
で
、
全
人
□
の
約
十
四
評
を
占
め
て
お

り
、
こ
の
割
合
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
可
敬
老
の
日
Ｌ
で
す
。
健
康
に
十

分
注
意
し
、
張
り
の
あ
る
充
実
し
た
老
後
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
長
寿
〃
高
萩
一
〃
の
お
一
一
人
に
長

寿
の
秘
訣
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
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Ｆ
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Ｔ
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Ｆ
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叶
溌
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雫
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酔
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一
へ
）

浅
田
さ
ん
は
市
内
の
最
高
齢
者
で
、
毎
日
を
規
則
正
し
い
日

課
に
そ
っ
て
過
し
て
お
ら
れ
る
。
朝
起
き
て
雨
戸
を
開
け
、
庭

の
植
木
に
水
を
や
る
。
高
齢
に
し
て
は
し
っ
か
り
と
し
た
足

腰
は
、
体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
ら
し

い
。
梅
干
し
を
か
か
さ
な
い
朝
食
が
終
る
と
、
新
聞
に
ゆ
っ
く

り
と
目
を
通
す
。
社
会
情
勢
、
世
相
に
詳
し
く
、
家
族
の
方
を

驚
か
す
ほ
ど
だ
と
い
う
。
食
べ
物
で
は
特
に
野
菜
が
好
き
で
、

嫌
い
な
も
の
は
な
く
、
い
つ
も
腹
八
分
目
。
酒
は
で
き
れ
ば
毎

日
飲
み
た
い
の
だ
が
、
今
は
一
日
お
き
に
一
合
弱
の
晩
酌
。

信
吉
さ
ん
の
お
だ
や
か
な
性
格
、
家
族
の
温
か
く
見
守
る
目

も
、
長
生
き
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
で
す

浅
田
信
吉
さ
ん
卯
歳
Ⅱ
本
町

し
溝
箏鋸

毎
日
、
規
則
正
し
い
生
活

礎

’

蕊鐸

灘
’ §鍵

蕊
噂艶 磯

撰

鴬

鞆ﾔ…

蓉奪蕊溌

鴬
露
薄
慰
雷

罐軽 霧菅 ､ 、

蕊
』Z 蕊騨’ ＃'二鑿奮 : :十・ ． ‘･ぜ．

左から二人目が信吉さん

L 三

い
の
さ
ん
の
健
康
法
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
風
呂
場
で
体
を
強
く
こ
す
る
）
で
あ
る
。
野
菜
の
煮
物
、

酢
の
物
、
夏
み
か
ん
な
ど
が
好
き
で
、
ご
は
ん
は
一
杯
ず
つ

三
度
、
け
っ
し
て
暴
食
は
し
な
い
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
適

度
の
運
動
と
や
は
り
腹
八
分
目
ら
し
い
。
毎
晩
飲
ん
で
い

る
小
さ
な
グ
ラ
ス
一
杯
の
ぶ
ど
う
酒
、
定
期
的
な
昼
寝
も

健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
頭
の
回
転
も
早
く
、

買
物
な
ど
に
行
く
と
、
店
の
人
よ
り
先
に
暗
算
で
計
算
し

ｑ
て
し
ま
う
と
い
う
。

今 鈴
木
い
の
さ
ん
船
歳
Ⅱ
上
手
綱

｜
計
一
蚤
、

臆
喰
切

蕊
驚
爵
欝

侭
動
訓
避
臘
沁
函
牌
且

を
取
り
ま
す
と
告
げ
る
と
、
急
い
で
服
を
着
替
え
、

整
え
、
ま
だ
ま
だ
気
も
若
い
方
で
し
た
。

議
認

識瀕瞳

蕊

灘？

蝋難き学蕊
課

’蕊 認
､ 《噸鎚

錨;

騨
張
路

鋤
鱗

灘識
癖

灘

薯

鍵
灘
雛

#灘 識

篝 懲鱗議
左 がし

驚

蕊

､のさん
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秋山小学校

新校舎が完■J成
…“鴬

ｰ、

「
ね
た
き
り
老
人
等
を
上
手
に
世
話

す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
…
…
、
」

と
八
月
二
十
三
日
中
央
公
民
館
で
「
家

庭
介
護
」
の
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
家
庭
に
、
ね
た
き
り
老
人
等

か
い
る
主
婦
二
十
人
が
熱
心
に
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
身
に
な
っ
て
親
切
、
聞

き
上
手
、
そ
し
て
状
態
に
合
っ
た
世
話

を
す
れ
ば
、
お
互
い
に
信
頼
関
係
が
生

ま
れ
ま
す
。
主
婦
だ
け
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
、
家
族
全
員
で
世
話
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ね
漁
ぎ
り
老
人
徳
溌
《

溌
溌
篭
豊
溌
謬
蕊
篭

ド

ド

」

ｒ

、

『

榊

設

僻

ｒ

凝

識

蝿

が

讃

」

の

実

技

鐺

導

ー

一
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
高
萩
市
産

一
業
祭
が
、
次
の
日
ど
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

一
市
内
で
生
産
さ
れ
る
食
料
品
、
日
用
雑

一
貨
お
よ
び
工
芸
品
な
ど
を
一
堂
に
集
め

一
て
展
示
、
即
売
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い
・

一
○
開
催
の
日
ど
り

ｎ
月
別
日
（
土
）
と
即
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
会
場
高
萩
市
民
体
育
館

一
○
出
品
物

一
【
商
工
業
部
門
展
示
即
売
】

▽
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
製
造
販
売

一
業
者
と
し
、
出
品
物
は
、
市
内
で
生
産

一
さ
れ
る
商
品
一
般
と
し
ま
す
。

▽
出
品
を
希
望
す
る
方
は
、
出
品
申
し

込
み
書
を
９
月
鋤
日
（
木
）
ま
で
に
市

役
所
経
済
部
商
工
課
（
壷
③
２
１
１
１

内
線
２
５
９
）
ま
た
は
、
商
工
会
（
恋

②
２
５
０
１
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
業
部
門
】

▽
農
産
物
共
進
会

農
産
物
の
搬
一
人

皿
月
四
日
（
金
）
正
午
ま
で

審
査
は
四
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら

展
示
加
日
（
土
）

即
売
皿
日
（
日
）

午
後
３
時
か
ら

農
産
物
共
進
会
は
、
生
産
組
合
長
な

ど
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

産
業
祭
に
驚
蕊
蕊
驚
》

蕊
出
品
物
を
ど
う
ぞ

(5)



市
で
は
、
市
内
の
農
業
後
継
者
の
配

偶
者
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
後
継
者

結
婚
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
業
後
継
者
育
成
の
一
環

と
し
て
五
十
二
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
結
婚
相
談
貝
二
十
五
人
が
相

談
活
動
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

専
業
農
家
だ
け
で
な
く
、
兼
業
農
家

の
後
継
者
の
方
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、

氏 名

大高裕司

１所 電話||氏 名住 所

門横川197

雄中戸川1,882

電話

(8)0659

1王

農
業
後
継
者
対
策

結
婚
相
談
員
に
ど
、
ゾ
ぞ

島名1,134 曽田武門(2)5272

F山田 章 大部啓鮒秋山1，078 (3)2323 ８
５
４
６
７
７
Ｏ
２
ｊ
１
８
２
１
ｉ

｜
沼田武美 作山房雄

小島英雄

千葉きくの

下手綱676秋山1,234 (3)1595

高萩446 (3)1806高萩446
二
１
丑
に

、
切
り
Ｊ
Ｏ 上手綱179 1 (2)3259沼田

国升 高戸746 高戸132 (2)2093

赤浜747 (3)1982

秋山701 (2)5493

高萩147 (3)0316

秋山1,649 (2)3866

安良川723 (2)4834

石滝449－1 (2)5383

赤浜776-2 (3)0027

秋山1,649

麦良川723

准 (2)5547

長久保正美

沼田静枝

柴田徳夫

小野

神代道

博

男

下手綱22

上手綱3,419

上手綱2,280

(3)0341

お
近
く
の
結
婚
相
談
貝
に
御
相
談
く
だ

さ
い
・相
談
活
動
で
知
り
得
た
個
人
の
秘
密

は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
活
動
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
市
役
所
農
業
委
員
会
事
務
局

盆
③
２
１
１
１
内
線
２
５
２
）
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

結
婚
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

０
１
９
１
７
４
４
５
〕
１
２
２
ｔ
ｉ鈴木本成

大部昭雄鈴木光一 上手綱1,747 (2)3082

藤田幸教｜若栗170 大高一雄(8)0921

(8)0413

(8)0103

Iへ
、一ヴ 鈴木 彰 下君田'’'24
鈴木広次|上君田537

柴田正己

鈴木 栄

大部秀彦 大能793 (8)0609

詞一途一一一一》一今》》》《》》て一一一《《耗雫》》》》曇

Ｉ
J

;嗜震蒲需猩閏
’9月は､例年｢心身障害者雇用促進連動月間ゞ として、
I全国的な雇用促進運動を展開しています-障害に負けず、

“覇挫i蕊蹴鰯騨誼魏
騨鱗観閲

; 重度心身障害者以外の者

1重鰯巽踊1，州…長;‘
｜富剛就灌蕊』馴駕燕‘篭“
L窺典貝鰯鴛霞繭鷺鄭且鷺競:息…，

献、で厚生大臣から感謝状

日本加霧製紙(株)高萩垂場

毎年一回、単独事業所として､献血の推進に協力。

当工場は、三交替勤務にもかかわらず、毎回およそ

150人か献血。その熱意に対して贈られたものです。

LP

◎
事
務
組
合
で
収
集
し
な
い
ゴ
ミ

建
築
廃
材
類
、
引
越
し
の
際
な
ど
で

大
量
に
出
る
ゴ
ミ
、
刈
枝
・
刈
草
は
自

己
処
理
す
る
か
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
ま

で
搬
入
し
て
く
だ
さ
・
い
・

◎
自
己
搬
入
す
る
と
き
の
注
意

自
分
で
ゴ
ミ
を
搬
入
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
粗
大
ゴ
ミ
、
燃
え
る
ゴ
ミ
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
の
四
種
類

に
分
け
て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。
分

別
を
し
な
い
で
搬
入
し
た
と
き
は
、
北

部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
来
て
か
ら
、
自
分

で
分
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
手
数
料

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は

無
料
で
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ

は
有
料
で
布
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
三
百
円
で
玄

◎
自
己
搬
入
し
て
も
取
り
扱
わ
な
い
ゴ
ミ

①
管
内
（
高
萩
市
・
十
王
町
）
以
外
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
ゴ
ミ
は
扱
い
ま
せ
ん
。

②
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
、
廃
油
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
産
業
廃
棄
物
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
処
理
い
た

し
ま
せ
ん
。

◎
受
付
時
間

平
日
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
四
時

土
曜
日
午
前
八
時
半
か
ら
午
前
十

一
時
半

日
曜
・
祝
祭
日
は
受
け
付
け
い
た
し

ま
牡
ん
。 心

》
唖
》
嘩
醒
心
一
睡
一
一
一
一
一
坪
》
呼
一
》
一
一
》
》
一
一
一
》
》
岬
》
》
一
一
一
》
》
》
一
一
一
一
》
率
一
一
一
一
一
一
準
華
北
韓
■
・

ゴ
ミ
の
出
し
方
蕊

■
《
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
》
酷
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一

自
己
搬
入
す
る
と
き
の
蕊

弓
■
■
》
早
》
や
》
ぬ
“
輻
“
や
四
個
“
婚
姻
碑
“
唖
》
相
即
叩
“
叩
“
岬
》
酔
唖
距
即
卯
牢
函
一
如
呼
亜
甲
》
一
一
“
》
“
》
誰
》

注
意
と
お
願
い
蕊
》

(6)



灘 議議鍵霧 鱗灘

み
ご
と
上
位
入
賞

第
十
一
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

八
月
十
九
日
、
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
当
大
会

に
お
い
て
、
小
野
孝
消
防
士
と
宇
佐
美
正
訓
消
防
士
（
高
萩
市
・
十

土
町
事
務
組
合
消
防
本
部
・
箸
）
が
「
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
」
の
部

で
上
位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
部
に
は
、
茨
城
県
か
ら
は
、
こ

の
二
人
だ
け
が
出
場
。
日
頃
の
厳
し
い
訓
練
の
成
果
が
実
の
り
ま
し
た
。

灘

★一受講生募る ★

57年度後期の各種教室の受講生を募集します。

◎受講資格

市内居住者または勤務者で25歳未満の勤労青少年

◎教室の申し込みは

9月25日仕)まで､に直接勤労青少年ホームで手続して〈

（狂3 7177）

（午前8 : 30～午後9 : 00まで日曜日は午後5 :00ま

日、祝日は休館）

◎募集する教室

さ

で､月児

間期

10月から3

時間|はいす
午後6

ろ3 月まで

, ､ずれも

=＝

士
寸 8時

‐

詰
所
も
新
築
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域
消
防
活
動
に
期
待
邦

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
九
分
団
（
台
高
萩
）
に
軽
可
搬

消
防
ポ
ン
プ
が
配
置
さ
れ
ま
し
た

青年教室を開催します
若人同士の交流を広めながら、立派な社会人としての教養を

身につけ、将来にむけての人生設計について考えてみよう。

◎と き

9月21日から10月26日まで､の毎週火曜日、午後6時から8時

30分まで(6回）

◎対象者未婚の男女

◎定貝 40人

◎受講料全回で800円（教材費等）

◎内容

回数｜ 月 日 )土
1公

F ロ マ

谷 古.内

開 講

オリエンテ

レク ）エー

1唾

干r
PL 、

、

ーンヨ／

ション

｛
ｒ
い
筒
慢
の
手
料
理
を

三
一
Ｆ
Ｊ
Ｔ
－
峰
御
紹
嫌
岸
だ
ざ
砿

度年本め
《
一
『
＃
、

一
一
こ
の
た
び
、
市
報
〃
た
か
は
ぎ
〃
に

た

子一

す
鴎
↑

へ

一
気
「
私
の
料
理
」
と
い
う
柵
を
設
け
、

で
琴
二
ン
リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し

一

Ｊ
疵

一
さ
日
居
。
一
蘇
唖
姉
噸
諸
郵
酢
炉
州
稗
畔
灘

一
日
の
吟
に

垂
一
と
考
え
ま
す
。

一
一
囎
観
再
弓
三
も
曜
鯏
鰡
騨
奇
辮
鮭
浄

》
毎
幅
翻
一
三
恥
幡
睦
謝
奉
諦
唾
細
嘩
卿
恥
》
ら
罫
酢
準

一
一

一
↑
１
１
１
内
線
２
３
５
ま
で
御
連
絡
よ
る

ｆ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
く
～
１
～
～
ｉ
ｌ
ｌ
、
～
～
；
し
一
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

’
’
二
一
一
一
一
一
二

一
一
一
一
一
二

一

一
一
一
一
一

一
一
二
’
一

二
一
一
一
一
二

一

二

二

一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一

一
二
一
二
一
二
一

二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

一
一
一
一
一

一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一

一
一
一
一
一
一

9月21日(火）1
L 卜

1文
重言
三六

ー.

名画観賞の夕べ

「アラスカ物語」他
9月28日(火） 映 画2

小料理の味と作'）方 実 技3 10月5日(火）

愛と性（その1 ）

4 10月12日（火） ・血液検査 講
・幸せな結婚のために

・結婚への提言 映

′愛と性（その2） 講

5 10月19日（火） ・検査結果の説明 映

・奇跡の10ケ月 話

6 10月26日（火） ・生活をうるおすライフサイクル講
・閉 講 式

講

6

ニ デ
ニ ヤ

ロI］

画

話

映 画

話し合い

話

◎申し込み先

勤労青少年ホーム冠3－7177

．受付期間

9月1日よl) 、先着40人になl)しだい締め切

（7）

らせていただきます

教室名｜曜 日

茶 道

いけ花

1

-,レ
ノ|、

k ・ 金

金
聿 、当些
匡ョ 〕且

募集人員

20人

20

各15

20

20



一

葱…

》
「
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、

一
挑
戦
し
ま
し
た
し
、

楽
し
み
ま
し
た
が
、

７
月
鎚
日
、
８
月
６
日
の
両
日
、
「
目
で
見
る
市
政
教
室
」

が
行
わ
れ
親
子
妬
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

「
こ
ん
な
文
化
財
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
Ｊ
「
ゴ
ミ
の
出
し
方
に

は
気
を
つ
け
な
く
て
は
Ｊ
な
ど
と
感
心
し
た
り
、
気
を
配
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

修
目
で
み
る
市
政
教
室

聡
胤
臘
脚
州
側
聯
榊
＃

そ
れ
ぞ
れ

ス
キ
ー
の

全日本スキー連盟

準指導員

山口猛さん
華" …" "‘""""."""抑1 聯"隠蠅鐸f礫

い
ろ
い
ろ

…宰亭壱二＝…

〆、

ー

蕊輔路
鐸

4高校生会市内

キャラバン

8月9日、 10日高校

生会が子供会活動を指

導。市内3か所で、ケ

ームをしたり、お話し

をしたりして、子供た

ちと交流を深めました。

高校生会は子供会育成

のため積極的な活動を

しています。

▲子供会幹部講習会

7月31日と8月1日、東小学校庭で、第17

回子供会幹部講習会が開かれ、市内各地区の

子供会の代表320人が参加、飯ごう炊はん、

ケーム、 キャンプファイヤーなどを楽しんで、

有意義な2日間を過しました。

串
》
冒
言
・
二
宮
呂
・
・
目
昌
昌
ｒ
宮
旦
望
。
亘
壼
・
勺
量
。
・
・
．
胃
刃
呂
・
．
｜
・
含
令
マ
宮
》
妾
令
！
》
呂
壼
。
。
塁
・
》
．
冒
一
冒
令
・
呂
目
壽
ｉ
冒
冒
青
・
・
今
茜
・
言
１
口
ｒ
ｚ
冒
与
．
写
冒
呂
・
・
妾
呂
・
昌
１
一
Ｆ
・
号
．
。
．
．
，
圭
．
．
。
．
・
君
．
一
．
、
目
・
含
二
．
．
・
今
ニ
マ
一
・
・
己
三
二
畠
二

Ｊ
「
小
学
六
年
の
子
供
会
幹
部
講
習
っ
た
が
、
年

恥
会
に
参
加
し
た
時
、
指
導
者
の
先
輩
々
、
少
な
く
な

い
の
印
象
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
高
校
っ
て
い
る
。

洲
に
入
っ
て
か
ら
、
同
学
年
の
友
人
に
「
市
内
に
住
ん

い
誘
わ
れ
た
の
か
き
っ

秘
か
け
で
、
高
校
生
会

の
て

ぃ
の
メ
ン
＊
ハ
ー
に
な
り

動
し

岬
ま
し
た
凶
と
語
る
、

活
と

州
鈴
木
一
也
さ
ん
（
十

叩
七
歳
）
Ⅱ
赤
浜

《
云

い

似
高
萩
高
校
生
会
（
年

生
ダ

い
輪
）
は
、
子
供
会
活

校

刷
動
を
育
成
指
導
し
た

高
Ｕ

外
り
、
仲
間
で
レ
ク
リ

ｗ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

ゞ
り
す
る
機
関
で
、
現

100，‘･40．0 1．0叩ﾛ"“L･ﾛ"師' 10‘4‘ ,,b'し,･'0．q‘ 1，Ｉ
Ｆ
一
西
壱
呂
畠
ｒ
』

零
１
幸
ｐ
１
Ｉ
ｐ
Ｔ
１
卍
ご
国
Ｔ
Ｉ
マ
ロ
マ
ご
Ｆ
８
ｐ
呂
二

へ

－

在
、
十
三
人
の

メ
ン
、
ハ
ー
が
い

る
。
去
年
は
二

十
七
人
ぐ
ら
い

の
メ
ン
バ
－
だ

一

・

・

・

・

阜

争

△

『

二

・

呂

・

・

二

“

一

呂

・

“

“

・

“

△

△

｜

・

・

・

呂

口

。

一

『

》

・

”

・

・

・

・

テ

ロ

・

・

・

“

△

ご

△

一

・

・

・

二

“

口

”

二

い
る
高
校
生
な
ら
ば
肝

て
誰
で
も
入
会
で
き
身

し
の
で
、
私
の
と
こ
ろ
“

と
へ
連
絡
し
て
欲
し
隣

と
、
入
会
募
集
を
一
》

二
一
口
Ｃ

ダ
活
動
を
し
て
い
て
』

子
供
と
一
つ
の
気
持
牌

ｌ
ン
と
な
っ
た
と
き
が
、
恥

何
と
も
言
え
な
い
幸
》

せ
を
感
じ
る
そ
う
だ
。
斗

た
だ
、
宿
題
が
た
ま
っ
て
い
る
の
か
小

悩
み
。「
将
来
、
公
務
員
に
な
れ
れ
ば
、
や』

福
祉
関
係
の
仕
事
に
進
ん
で
、
人
の
陸

た
め
に
尽
く
し
た
い
酉
と
話
す
。
Ⅷ

宮
口
《
“
二
マ
ロ
ロ
三
二
一
｜
マ
ロ
ロ
ミ
ニ
呂
二
マ
テ
『
二
口
《
テ
マ
ロ
ニ
ョ
ニ
ご
呂
二
一
今
言
ロ
マ
ロ
ロ
言
呂
呂
口
・
“
芋
呂
呂
ロ
ー
呉
二
△
ロ
ロ
ロ
マ
ロ
ニ
｜
口
争
テ
ニ
ロ
マ
ロ
ロ
で
マ
呂
呂
孝
ロ
呂
口
《
ロ
ニ
ロ
嘗
口
《
《
宮
ロ
．
一
弓
ロ
ロ
“
ｑ
守
口
脾

▲少年サマースクール

7月27日から29日 （2泊3日） 、国立磐梯

青年の家（福島県）で、少年サマースクール

が行われ、市内の中学生50人が参加。 自然と

親しみながら､心身を鍛練し、少年どうしの交

流を深めることが目的。磐梯山登山や星座観

察などで楽しみました。

で

(8)



評
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

シ
「
最
近
は
ス
ポ
ー
ツ
指
向
で
、

ア
若
い
人
達
が
ど
ん
ど
ん
ス
ポ
－

ぬ
シ
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
公

一
私
の
礼
儀
に
欠
け
る
き
ら
い
が

ズ
ー
部
に
見
ら
れ
ま
す
ね
、
技
術

鋤
蕊
洲
誹
溌
鮭
報
準

徴 露……．ー蕊 減［

|蕊蕊騨議 リ
…H1弾

“
鐸弼

趣

（
奥
行
の
深
さ
、
滑
り
こ
な
し
た

時
の
満
足
度
の
深
さ
か
、
私
に

は
最
高
の
魅
力
で
す
ね
．
…
：
。

上
級
者
は
も
ち
ろ
ん
、
初
心
者

で
も
、
下
手
は
下
手
な
り
に
楽

し
め
ま
す
よ
ど
と
語
る
、
山
口

猛
さ
ん
（
偲
歳
）
Ⅱ
高
萩
。

山
口
さ
ん
は
、
今
年
の
３
月

に
、
高
萩
市
で
は
初
め
て
全
日

本
ス
キ
ー
連
盟
準
指
導
員
に
合

格
し
た
。
こ
の
他
高
萩
市
体
育

指
導
員
の
副
会
長
を
勤
め
る
な

ど
、
長
い
間
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

と
、
礼
儀
の
大
切
さ
を
強
調
。

◎新劇のお知らせ

文学座創立45周年記念「おりき」 「沢

氏の二人娘」 2本立公演

○ 「おりき」＝小説樋口一葉の「にごり

え」を久保田万太郎が脚色

した。銘酒屋い菊の井、に

働くおりきを主人公に、明

治の下町と、そこに生きる

人びとの生のかたちを鋭く

えく･りだした作品。

…鍵電輯鞠均嘩一望＝主一癖…錘…一 … 壁鳶

惨
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

８
月
１
日
、
第
３
回
市
民
ゴ
ル

大
会
が
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

行
わ
れ
、
市
民
加
入
か
参
加
し
ま

た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様

り
、
天
気
に
は
め
ぐ
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
お
互
い
顔
見
知
り
が
多
い
な
か

で
、
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
出
来
、
不
出

来
に
よ
り
一
喜
一
憂
す
る
な
ど
、
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

篭

q幼稚園P･T．A球技大会

8月1日、中央公民館で市内幼稚

識

蕊
魂
蝿

騨鍵

主な出演者＝太地喜和子／荒木道子／

玉井碧ほか

○ 「沢氏の二人娘」＝岸田国士が昭和10

年に発表した、封建性への

反逆と自由への未熟な、 し

かし、 」｣ﾆみがたき思慕の告

白であ') 、そこに虚無的な

何ものかを匂わした作品、

昭和34年小沢栄太郎により

俳優座で上演されている。

主な出演者＝北村和夫／高橋悦史／

八木昌子ほか

侭
畷
聴
翻
鰯
鍛
鋼
認
鮮
識
鑑
野
識議蕊§ 鱗 練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

小
学
校
５
年
の
部
個
人
戦
で
、
当
市

》
抽
訓
繰
鮮
碑
逝
触
．

◇ ◇

と き : 10月25日（月） 開演6時30分

ところ：高萩市文化会館ホール

入場料: S席3,800円、A席3,000円、

B席2,000円

8月23日（月）よ})好評発売中

プレイガイド＝田所書店、仲屋書店、 日

立市民会館、 フタバレコー

ド（多賀)､よしのや(川尻)、

ピアノマート （磯原)､丸忠

スポーツ（大津)､文化会館

※入場券の電話予約も受けます。

予約お問合せ＝狂③7411 文化会館へ

(9)

の相撲

q船橋市スポーツ少年団

8月15日、千葉県船橋市の少年野

球チームカ:父兄とともに訪れ、当

市の少年野球チームと練習試合を

行いました。この交流は今年で2回

目を迎えるため、夕方行われたキャ

ンプファイヤーでは、顔見知りの子

供どうし楽しく語り合っていました。



I
▼
応
募
の
規
定

3)科学万博いばらき音頭歌詞の部 2)県民運動推進マークの部 (1)県民運動標語の部

科
学
万
博
み
ん
な
で
成
功
さ
せ

県
民
運
動
標

獺
理
刮
到
趣
応
誠

▼
応
募
資
格
Ⅱ
県
内
に
居
住
す
る
方
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
▼
応
募
締
切
日
Ⅱ
一
○
月
三
○
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
送
付
先
Ⅱ
茨
城
県
国
際
博
協
力
局
県
氏
連
動
課
（
〒
三
一
○
水
戸
市
南
町
三

四

五
七
水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
内

壷
０
２
９
２

２
４
１
９
９
７
７
２
６

４
８
１
５
）
（
）

科
学
万
博
を
も
り
あ
げ
多
く
の
人
が

口
ず
さ
み
踊
れ
る
よ
う
な
軽
や
か
で

楽
し
い
も
の

県
民
運
動
の
論
を
全
県
的
に
ひ
ろ
げ

県
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ふ
れ
あ
い
、

親
し
み
を
持
つ
よ
う
な
マ
ー
ク
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

科
学
万
博
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
成
功

さ
せ
る
た
め
に
次
の
３
つ
の
県
民
運

動
実
践
目
標
を
か
か
げ
て
い
ま
す
。

①
科
学
万
博
を
理
解
し
参
加
し
よ
う

②
ふ
る
さ
と
を
き
れ
い
に
し
よ
う

③
観
客
を
あ
た
た
か
く
迎
え
よ
う

こ
の
目
標
の
実
現
に
ふ
さ
わ
し
い
内

容
の
も
の

｢

内
容

叩

|
』

の
な
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
小
中
学
生
は
ハ
ガ
キ
大
の
画
用
紙

に
作
品
１
つ
を
書
き
裏
面
に
学
校
・

学
年
・
氏
名
を
明
記
し
て
担
任
の

先
生
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
高
校
・
一
般
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
作
品

１
つ
を
書
き
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
職
業
（
又
は
学
校
名
）
電
話

番
号
を
書
き
直
接
送
っ
て
下
さ
い
。

●
マ
ー
ク
の
大
き
さ
は
７
叩
×
７
ｍ

程
度
で
黒
一
色
で
書
い
て
く
だ
さ

い
。
〈
ク
レ
ヨ
ン
、
パ
ス
テ
ル
等
は

使
わ
な
い
こ
と
） 方

法
規
定

●
小
中
学
生
は
Ｂ
５
版
の
用
紙
に
作
●
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

品
１
つ
を
書
き
、
末
尾
に
学
校
．
●
作
品
は
創
作
で
あ
っ
て
未
発
表
の

学
年
・
氏
名
を
明
記
し
て
担
任
の

も
の
・

先
生
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
一
部
補
作
す
る
こ
と

●
高
校
・
一
般
は
官
製
ハ
ガ
キ
に
作

が
あ
り
ま
す
。

品
１
つ
を
書
き
裏
面
に
住
所
、
氏

●
入
選
作
品
の
著
作
権
及
び
版
権
は

名
、
年
令
、
職
業
（
又
は
学
校
名
）
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
明
記
し
直
接
送
っ
て
●
応
募
作
品
は
一
切
返
却
し
ま
せ
ん
。

く
だ
さ
い
。
●
入
選
作
品
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ

●
標
語
内
容
は
、
実
践
目
標
①
読
些
③
ス
タ
ー
、
看
板
等
に
有
効
に
活
用

の
な
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
い
た
し
ま
す
。

●
４
節
以
内
と
し
、
四
百
字
詰
原
稿
●
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

用
紙
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
作
品
は
創
作
で
あ
っ
て
未
発
表
の

●
作
品
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
も
の
。

職
業
（
又
は
学
校
名
・
学
年
）
電
●
入
選
作
品
は
一
部
補
作
す
る
こ
と

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
が
あ
り
ま
す
。

●
小
中
学
生
は
担
任
の
先
生
に
提
出
●
最
優
秀
作
品
は
専
門
家
に
よ
り
作

し
て
く
だ
さ
い
。
曲
・
振
り
つ
け
し
ま
す
。

●
入
選
作
品
の
著
作
権
及
び
版
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

●
応
募
作
品
は
一
切
返
却
し
ま
せ
ん
。

Ｌ
面
Ｐ
二
一
秀
《
口
汐

葬
貴
牙
崖
盃
叩

」
1

1

’

乳

，

‐

．

岬

．

０

１

‐

叩

Ｆ

１

則

》

Ｆ
●●

●。．

＄
，
“
》
：
螺
《
》
；
ら
ず
だ
っ
た
が
、
た
い

耐
せ
つ
な
こ
と
は
、
こ
の
か
け
こ
み
寺
の

州
一
部
を
、
た
っ
ぷ
り
の
ぞ
い
て
も
ら
お

恥
う
と
い
う
ぶ
つ
そ
う
な
も
の
な
の
で
あ

画

ｒ

，

、

Ｈ

ｒ

ｚ

ｚ

■

且

ｒ

Ｌ

－

Ｆ

彗

■■

・丑

言

且

毛

Ｉ

言
引
豆
５
王
ｒ
ｐ
ｒ
呈
偏
王
一

凸
■
宅

■

当

ｚ
是
Ｉ
呈
匪
更
二

■
Ｅ
雰
香

弓

Ｅ

ｒ

■Ｌ

Ｅ
ワ
ュ
匿
産
詮
王
ｚ

ｒ

ｕ

】
Ｅ
早
崇
西
昌

』
Ⅱ

奎

■
■
垂
下
五

正

コ星

ｆ

母

厘Ｋ

二
ｉ

署

ｚ

吟

⑯

門『

サ
ン
ク
チ
ュ

》

州
自
然
の
樹
林
・
野
草
が
保
護
さ
れ
、

州
野
鳥
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
生
息
し
て
い

洲
る
。
そ
こ
へ
、
野
鳥
を
驚
か
さ
な
い
通

伽
路
、
展
望
室
、
常
設
観
察
小
屋
と
い
つ

州
た
施
設
を
つ
く
る
。
十
分
な
知
識
と
経

州
験
と
を
も
っ
た
専
問
の
指
導
者
が
、
常

州
駐
し
て
運
営
に
あ
た
る
。
い
そ
が
し
い

八
時
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
よ
っ
て
、

恥
手
伝
い
を
う
け
る
。

柵
む
し
ろ
、
こ
の
自
然
と
人
と
の
ふ
れ

岫
あ
い
に
よ
る
教
育
的
意
義
が
、
第
一
か

州
も
知
れ
な
い
。
自
然
環
境
を
保
全
す
る

小
い
を
、
ま
ず
、
第
一
に
持
つ
こ
と
が
た

岬
い
せ
つ
で
あ
る
か
ら

弘

“

▽

一

二

口

・

二

二

』

口

三

▽

二

二

コ

ニ

ニ

ロ

三

二

■

口

”

寺

△

“

画

口

ら

“

工

二

口

ロ

三

『

・

二

・

口

・

二

△

▽

五

二

“

口

三

口

る

教
育
的
意
義
大

（
》

前
号
で
、
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
と
は
、
野
鳥
の

か
け
こ
み
寺
と
い
っ
た

説
明
を
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
目
標
の
第
二
に
、

自
然
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
つ
く
り
と
、
ち

ょ
っ
と
、
む
じ
ゆ
ん
し

た
説
明
に
終
っ
て
い
た
。

短
か
い
文
章
で
、
舌
た

本
能
的
に
自
然
を
愛
し
、
守
る
意
志
が

わ
く
。
こ
れ
が
理
想
で
あ
り
、
外
に
、

い
い
手
だ
て
が
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

自
然
は
、
ど
ん
ど
ん
、
破
壊
さ
れ
て

ゆ
く
。
「
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
よ
う
」

と
叫
ぶ
前
に
、
本
物
の
自
然
を
、
よ
く

知
っ
て
も
ら
う
。
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

駅I : "" !リ

繩
フ
ク
ロ
ウ
の
幼
烏

水
戸
一
高
教
諭
西

つ
い
て
の
べ
た
い
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

！

”

…
ず
！
‘
鯨
！
：
“
衝

識
“
鐸
鎚
綴
譲
譲
鱗

次
号
で
は
、
「
自
然
と
人
工
自
然
」
に

餅
弓
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引
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弓
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弓
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丈
鰻
ゞ
鍬
鋤
科
剤
悪

、

去

Ａ
、
く
過
』
に
「
法
幸
は
た
よ
め
六
・
十
四
」
、

厳
》
岸
語
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
「
道
真
は

命
０
丁
宮
１
９
か
、
妙
卜
た
七
郎
四
郎
六
・
十
五
」
と
あ
る
「
は

、、
令
可
浜
た
」
も
小
字
で
あ
ろ
う
。
北
茨
城
市
中

守
に
，
い
赤

郷
町
小
野
矢
指
に
「
畠
下
」
〈
は
た
し

た
〉
と
い
う
小
字
が
あ
る
の
で
、
そ
の

文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
記
事
付
近
の
地
と
思
わ
れ
る
。

に
「
理
教
ま
す
二
郎
子
八
・
十
七
」
、
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
の
記
事

文
亀
元
年
（
一
五
○
一
）
「
法
信
ま
に
「
常
延
中
田
二
・
廿
八
」
と
あ

す
弥
七
子
卯
。
十
三
」
、
永
正
十
四
る
の
は
、
北
茨
城
市
磯
原
町
大
塚
の
小

年
二
五
一
七
）
「
妙
円
ま
す
ま
字
「
中
ノ
田
」
て
あ
ろ
う
か
。
氷
正
三

こ
六
・
十
八
」
、
同
十
五
年
「
道
年
二
五
○
六
）
の
記
事
に
「
妙
持

仙
ま
す
弥
七
二
・
七
」
、
大
永
六
い
な
む
ら
下
人
す
て
め
」
、
享
禄
四

年
二
五
二
六
）
「
常
秀
ま
す
入
年
二
五
三
二
「
妙
延
尼
い
な
む

道
卯
・
廿
二
」
、
「
常
信
ま
す
弥
ら
七
・
十
八
」
と
あ
る
「
い
な
む
ら
」

老
後
の
く
ら
し
の
た
め
に
、
以
後
毎
年
と
き
に
も
ら
う
年
金
で
子
供
が
二
人
以

勺
ｊ
ｌ
Ｊ
軌
１
１
鋸
Ｊ
１
ｆ
Ｊ
小
刎
Ｊ
‐
Ｊ
や

⑥
も
ら
う
年
金
で
す
。
た
だ
し
、
本
人
の
上
い
れ
ば
加
算
さ
れ
ま
す
。

〆㎡

憎

酎
職
溌
の
希
望
に
ょ
ゞ
て
六
十
歳
か
ら
で
も
も
。
〃
５
、
準
母
子
年
金
一
家
を
支
え
て
い
た

そ
え
ま
す
．

毒
撒
年
一
、
適
真
老
鶴
零
壷
一
息
年
徐
ｉ
翌
藤
逹
空
罐
悪

ズ

途
灘
崖
《
剛
に
会
社
な
ど
に
人
。
て
い
た
厚
生
年
６
、
遺
児
年
金
国
民
年
金
に
加
入
し
て

血

上
獄
菌
剃
灘
韮
興
凧
鯛
灘
新
藤
矧
降
覗
吐
塁
晦
諏
挫

慰
蕊
韓

金

年
数
以
上
に
な
れ
ば
両
方
か
ら
も
ら
う
、
が
も
ら
う
年
金
。

冷
溌
強
年

い
わ
ば
仕
事
を
か
え
た
人
の
た
め
の
年
金
７
、
寡
婦
年
金
夫
が
生
き
て
い
れ
ば
老

唐

卜

味

ｌ

珂

臘

拝

ｌ

“

ｆ

」
Ｆ
１
味
渉
恥
凪
や

３
、
障
害
年
金
国
民
年
金
に
入
っ
て
い
齢
年
金
が
も
ら
え
た
は
ず
と
い
う
と

本
号
で
は
、
ど
ん
な
と
き
に
ど
ん
な
る
人
が
不
幸
に
し
て
、
病
気
や
ケ
ガ
て
き
に
も
ら
う
未
亡
人
の
た
め
の
年
金
。

年
金
が
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
働
け
な
く
な
っ
た
人
が
も
ら
う
年
金
．
８
、
死
亡
一
時
金
保
険
料
を
三
年
以
上

い
て
、
ま
と
め
て
簡
単
に
説
明
す
る
と
４
，
母
子
年
金
こ
の
年
金
は
、
母
子
家
納
め
た
人
が
、
年
金
を
も
ら
わ
ず
に
死

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
庭
に
な
っ
た
と
き
、
つ
ま
り
国
民
年
金
亡
し
た
と
き
、
そ
の
人
の
遺
族
に
支
給

１
、
老
齢
年
金
六
十
五
歳
に
な
っ
た
ら
に
加
入
し
て
い
る
妻
が
夫
と
死
別
し
た
さ
れ
る
一
時
金
。

’’’’’

三
三
三
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
三

一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
一
一
一
三
三
三
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
一
二

一

一

一

一

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

一一一一一一

一
一
一
一
一
三

』
北
茨
城
市
関
本
町
関
本
下
の
小
字
「
増
」
だ
と
い
う
伝
説
か
あ
る
。
Ⅱ

五
郎
卯
・
五
」
と
あ
る
「
ま
す
」
は
、
は
、
石
滝
の
海
浜
を
稲
村
千
軒
と
呼
ん
石
滝
の
海
沿
い
の
地
「
‘
稲
村
千
軒
」

ー

冊
子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
入
口
に
で

Ⅷ
き
る
「
頸
が
ん
」
と
奥
の
方
に
で
き
る

凸
「
体
が
ん
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

〉
日
本
の
場
合
は
、
子
宮
が
ん
の
ほ
と

州
ん
ど
か
頸
か
ん
で
、
比
較
的
若
い
年
令

姉
層
に
多
く
、
初
期
の
も
の
で
あ
れ
ば
通

冊
切
な
治
療
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
一
○

吋
○
％
治
り
ま
す
。
問
題
は
早
期
発
見
で

Ｍ
す
。
こ
れ
に
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受

春
日
町
第
二
駐
車
場
及
び
駅

東
口
自
転
車
置
場
に
長
く

放
置
し
て
あ
っ
た
自
転
車

を
撤
去
し
ま
し
た
。
ま
ず

荷
礼
を
取
り
付
け
、
持
ち

主
に
整
理
す
る
よ
う
呼
び

か
け
た
後
、
整
理
し
な
い
自
転
，
＃
￥“織

車
を
撤
去
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
自

転
車
弱
台
、
保
管
車
Ⅳ
台
と
な
り
、
予

想
以
上
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
せ
先
は
、
市
役
所
市
民
浦

動
課
（
丑
③
２
１
１
１
内
線
２
３
５
）
で
す

〃
子
宮
が
ん
〃

ス
ク
ラ
ッ
プ

保
管
撤
去
し
た
自
転
車

■
・
■
■
■
■
叩
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
“
■
■
■
■
■
●
■
■
■
●
■
ロ
凸
ｐ
■
ｂ
④
今
令
●
ｐ
■
■
ロ
●
●
毎
申
①

■
●
。
■
●
■
や
■
■
●
申
■
。
■
ａ
ｑ
ａ
ａ
◆
■
●
■
■
田
中
令
巳
ｑ
■
■
●
今
口
●
●
申
●
●
■
◆
申
巳
巳
■
ゆ
■

自

ー

ま
ず
健
康
②

璽署’
『

け
る
こ
と
し
か
方
法
か
あ
り
ま
せ
ん
。
恥

そ
こ
で
、
市
で
６
月
に
実
施
し
ま
し
』

た
婦
人
が
ん
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
お
恥

話
し
し
ま
す
と
、
一
、
○
三
三
人
が
受
診
》

し
、
そ
の
う
ち
精
密
検
診
を
要
す
る
者
恥

は
九
人
、
そ
の
他
の
所
見
者
（
ポ
リ
ー
Ｍ

プ
、
膣
炎
等
）
は
七
八
人
で
し
た
。
”

集
団
検
診
は
、
が
ん
の
他
に
も
婦
人
恥

科
疾
患
の
発
見
に
も
な
り
ま
す
。
三
十
州

歳
を
過
ぎ
た
ら
、
定
期
検
診
を
受
け
る
恥

よ
、
７
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

抄

舩
台

11)



、』》や

総
理
府
統
計
局
で
は
、
加
月
１
日
を

中
心
と
し
て
、
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民

の
就
業
、
不
就
業
な
ど
の
実
態
を
統
計

の
形
で
明
ら
か
に
す
る
国
の
基
本
的
な

調
査
の
一
つ
で
す
。
調
査
で
得
ら
れ
た

幸

テ
ー
タ
は
、
国
、
地
方
の
政
策
を
計
画

し
、
実
行
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
の
た
め
当
市
で
は
、
下
記

の
地
域
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
世
帯
の
一
部
が
調
査
世
帯
と
し
て
抽

出
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
、
知
事
よ
り
任
命

さ
れ
て
お
り
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

御
協
力
く
だ
さ
い

就
業
構
造
基
本
調
査

加
月
１
日
「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

○
相
談
内
容
不
動
産
登
記
・
商
業
、

法
人
登
記
・
供
託
・
訴
訟
耆
類
に

関
す
る
事
項
。

○
と
き
皿
月
３
日
（
日
）
午
前
川
時

一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
週

た
だ
い
た
内
容
を
ほ
か
に
漏
ら
す
こ
と

は
、
法
律
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
調
査
世
帯
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
調
査
予
定
地
域

島
名
、
大
和
町
、
春
日
町
、
本
町
、

高
浜
町
、
中
戸
川
、
上
手
綱
。

（
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
一
部
）

法
律
の
無
料
相
談

戸

秋海彙

秋屈稟が咲き出しだ。この花は陰湿な十地を好

み、市内の各所|こ、梢に淡紅色の海崇に似だ、 .'臺

艶な花をひらいている

陰気なる秋海崇の小庭かな 虚子

七橦と一色添えん秋海巣 秋桜子

この花が咲き出すと､もう秋である。 絵と文伊藤龍馬
川l l l l I l l l l l lⅡl l l l l I 1 1 1 1 1 1 1 1 I I l l l l lⅡillI l l l l l l川l川 Ⅱl l l l Il I l l l l IⅡⅡⅡ1 1 11ⅡⅡⅡl州ⅡⅡⅡF 1ⅡⅡ1 ⅡⅡⅡⅡ ｢ ｢ ⅡⅡⅡ川ⅡlⅡⅡif!ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ111ⅡⅡⅡlⅡⅡ

へ
‐
》

求められる技能者をめざして

県立水戸高等技能専門校の生徒募集／

昭和58年度生徒を下記のように募集いたしま

す。技術・技能を身につけようとする若人は、

ぜひ応募してはいかがですか、就職するときに

も有利です。

○募集科名電子機器科・自動車整備科・建

築科・測量科・一般事務科・左官科・

板金科

○期 間板金科は2年､その他は1年（4

月入校)。

○受付期間左官科・板金科は昭和58年2月

1日～2月15日。その他は、昭和57年

9月20日～10月20日

○応募資格高校卒（見込みも含む）以上の

者（板金科および左官科については中

卒以上の者）

○授業料無料

詳し〈は公共職業安定所、または県立水戸高

等技能専門校(a0292-47-5500)にお尋ねく

ださい。

剣
道
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
初
心
者

で
も
け
つ
こ
う
で
す
か
ら
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○
申
込
資
格
市
内
の
小
・
中
学
生
お

よ
び
一
般
男
・
女

か
ら
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
北
茨
城
市
役
所
会
議
室

○
主
催
茨
城
司
法
耆
士
会

武
徳
殿
少
年
剣
士
隊
の

第
二
期
生
を
募
集

｢－ 9月の納税可

国民 年金(2期）

納期 限 9月30日

…総而‘
&人ロ ヨ3‘O｣。 !+'5）

""
鬼…総…饗…鋤……一殿

善
意
あ
り
が
と
う

○
申
込
期
間
９
月
晦
日
か
ら
９
月
知

日
○
け
い
こ
日
毎
週
月
・
水
・
金
・
日

の
午
後
４
時
卯
分
か
ら
６
時
訓
分

○
申
込
先
窓
②
５
１
７
９
情
原
宅
ま

て
○
主
催
高
萩
武
徳
殿
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

＆
へ

一

も
10月の日曜当番医 ○

奥
倉
修
子
さ
ん
Ⅱ
水
戸
市
見
川
町

社
会
福
祉
へ
一
○
、
○
○
○
円

○
渡
辺
喜
示
・
治
男
さ
ん
Ⅱ
埼
玉
県
戸

田
市
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
へ

一
○
○
、
○
○
○
円

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
会

長
崎
水
害
へ
七
、
四
二
四
円

句
寸
ニ
ロ
ロ
宮
ニ
ロ
呂
宮
二
号
二
字
目
画
画
“
二
“
ロ
言
ロ
ロ
二
言
二
一
二
』
・
己
令
・
Ｐ
』
。
。
】
寺
ロ
目
』
ざ
・
ロ
弓
“
ロ
ロ
ロ
争
・
』
二
目
』
ロ
宮
・
ロ
ニ
ロ
“
ニ
ニ
ロ
“
△
一
二
宮
ロ
Ｐ
二
二
。
。
一
二
二
劃
二
一
言
マ
ー
ロ
ロ

ニ
』
画
目
画
凸
ロ
ニ
ロ
三
．
ロ
ー
呂
豈
凸
二
。

恥
幼
稚
園
、
小
・

必
中
学
校
の
運
動
会

《
９
月
胆
日
（
日
）
君
田
小
・
君
田
中
恥

秋
山
中

洲
９
月
的
日
（
日
）
高
萩
中
・
松
岡
中
禍

舛
９
月
郡
日
（
日
）
高
萩
小
・
松
岡
小
》

東
小
・
横
川
小
抽

恥
皿
月
３
日
（
日
）
東
幼

〉
加
月
Ⅱ
日
（
月
）
松
岡
幼

ハ
加
月
Ⅳ
日
（
日
）
第
一
幼
・
秋
山
幼
恥

い
加
月
下
旬
～
ｎ
月
上
旬
秋
山
小
》

《
凸
角
』
ロ
ロ
ー
ニ
ロ
△
ロ
ロ
宮
目
ロ
牙
△
ロ
二
宮
ロ
△
ニ
ロ
ロ
△
ロ
ロ
ロ
三
宮
“
ロ
ロ
ロ
ロ

ニ
ロ
凸
ロ
ロ
ニ
ニ
ロ
テ
△
三
春
．
】
せ
■
苫
ロ
吟
ロ
。
ロ
二
言
ロ
ロ
《
．
七
』
胃
ロ
二
宮
．
宮
』
令
目
ロ
Ｆ
宮
．
ロ
』
令
目
ロ
ー
ロ
．
ロ
ロ
宮
“
ロ
ロ
ヂ
ロ
“
ロ
ー
令
目
宮
二
“
ロ
三
口
争
宝
州

宍戸医院 安良川|③23］8
内 田病院大和町|②2137勾 田病院 大和町

3日

10日

６６

２
２
認
３
９２０

卜 王医院 十王町

大和町飯島医院 ５
２

３
０

２
２

２
２
②
②

17日

樋渡医院 大和町24日

石 病 院 東本町 ③171 131日

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

⑫


